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１：上野台堆肥生産協同組合の概要と汚泥発酵肥料

「アキポスト」製造工程

（１）事業の概要

（２）肥料登録など

（３）肥料の販売先

（４）年間利用量と利用の特徴

（５）コンポスト化の工程概要
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(１)事業の概要

平成１５年 普通肥料登録

商品名：アキポスト

販売開始：平成１６年～

生産量：約 5００ｔ／年

販売先：一般農家100%

販売価格：15,000円/ｔ（税込）

窒素換算で化学肥料の約1/２の価格

リン換算で化学肥料の約1/３の価格

民設・民営による事業

平成13年下水汚泥の肥料利用を目指し上野台堆

肥生産協同組合を設立する。

平成14年より稼働開始 (2１年間生産)

原料汚泥受け入れ先

秋田県流域下水道臨海処理場： 約3,000t

大仙市  約   200t

合計 現在約 ３，２００ｔ／年 処理
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秋田県流域下水道臨海処理場



（２）肥料登録

「国等による環境物

品等の調達の推進等

に関する法律(グリー

ン購入法)」に登録。

分類：資材～公共工

事～園芸資材
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国土交通大臣賞受賞 

（循環のみち下水道賞

～イノベーション部

門）2017年度



（３） 肥料の販売先
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令和５年度のアキポストの販売総量は５３９ｔ（４～３月）で、販売先は全量

秋田県内の大仙市、仙北市、横手市、能代市、秋田市などである。利用形態は、

稲作が大半を占め、大根、枝豆、蕎麦、ホウレン草、トマト等の野菜類が次い

で使用される。たばこ栽培にも一部使用されている。



（４）年間利用量と利用の特徴

アキポスト利用農家

１農家あたり

年間利用量(Kg)

年間10ｔ以上利用している農家は

販売量全体の90％を占める。

全販売量の90％ 全販売量の１0％

300Ｋｇ

フレコン

１０Ｋｇ

ﾋﾞﾆｰﾙ袋
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300Ｋｇ

フレコン
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（５）コンポスト化の工程概要
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全体  ５～6  次 発 酵

有機質肥料
ｱｷﾎﾟｽﾄ生産
農家へ供給
農 地 還 元

汚泥発酵肥料(含水率約2５％)

循 環 型 社 会

下水処理場

コンポスト化

農 地

製品約 500t

健康な食材の生産

完 成 品
10Kg袋

フレコン

フルイ分け装置

3・6  m  m

フルイ目通過

6 mmﾌﾙｲ

3 mmﾌﾙｲ

下水処理場
生活排水

光合成細菌散布
脱臭に利用

脱水汚泥 約3,200t

８0～95℃高温発酵：病原菌死滅
雑草の種子賦活化
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（１）肥料成分

（２）チッソ無機化

（３）腐熟度

（４）微量要素

（５）アキポストに含まれる微生物

（６）肥料の安全性

２：アキポストの肥料の特性と安全性

１２：つくる責
任 つかう責任

持続可能な消費

と生産のパター

ンを確保する
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（１） 肥料成分 (経年変化20年間)

2002～

窒素全量（５％）、りん酸全量（７％）
※

 、カリ全量（１％）平均値

P

N
K

※「菌体りん酸肥料」登録も視野に
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窒素、りん酸、カリ 以外の肥料成分項目
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（２）チッソ無機化

汚泥発酵肥料の全窒素量の約20～40％

アンモニア態窒素・硝化作用 ～硝酸態窒素が含まれる。

土壌施用後の新たなアンモニア態窒素の生成無し～無機化０

硫安に匹敵する即効性窒素肥料である。

窒素無機化試験：東京農業大学 後藤逸男 名誉教授～生育に大きく

影響する窒素供給量の測定～下水道機構2019
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下水道由来肥料の
利活用マニュアル
日本下水道新技術

機構 ～2019

① 汚泥肥料の窒素無機化パターン



12

② 経時的な窒素無機化率

汚泥発酵肥料の窒素無機化特性は有機質肥料の菜種油粕と著しく異なる。

土壌中の窒素無機化はほとんど認められない。土壌施用にされることに

より含有されるアンモニア態窒素が速やかな硝酸化作用を受け硝酸態

チッソに変化する。温度の違いによる無機化率に著しい差異は無い。

アキポストの６か月後の窒素無機化率は 約35％。
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(アキポスト)

有機質肥料

利用難しい



（３）腐熟度
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平均 25,０00mg/ℓpH 平均 7.7

１２％
脱水汚泥(含水率85％) BOD  310,000㎎/ℓ 

アキポスト(含水率25％) BOD    25, 000㎎/ℓ 

2002～
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（４）微量要素 （人から由来するもの） 分析2018年

項 目 単位(乾)

硫黄 ㎎/㎏ 13,400

マンガン ㎎/㎏ 530

ホウ素 ㎎/㎏ 33

銅 ㎎/㎏ 345

モリブデン ㎎/㎏ 16

塩素 ㎎/㎏ 1,240

コバルト ㎎/㎏ 3

ナトリウム ㎎/㎏ 1,100

バナジウム ㎎/㎏ 11

ケイ素 ㎎/㎏ 22,000

アルミニウム ㎎/㎏ 5,600

ストロンチウム ㎎/㎏ 210

セレン ㎎/㎏ 3

項 目 主な働き

カルシウム
Ｃａ

植物の体全体を丈夫にする。少なくなると細胞組織が崩れてハクサ
イの芯ぐされやトマトの尻ぐされなどの病気にかかりやすくなる。

マグネシウム
Ｍｇ

リン酸の吸収を助ける。また植物内の各種酵素を活性化させ不足す
ると下から葉が落ちる。

イオウ
Ｓ

根の発達を助ける役割がある。植物内のタンパク質を合成する作用
に関与する。

マンガン
Ｍｎ

植物が光合成を行う際に必要となる微量成分で二酸化炭素と関係が
深く、不足すると葉が黄色くなる。

ホウ素
Ｂ

生長と花つきに関係する成分であり、不足すると新芽が枯れたり根
の発育が阻害される。

鉄
Ｆｅ

光合成に必要となる成分のひとつで光との関係が深く、不足すると
生育が阻害される。

銅
Ｃｕ

新芽などが花や実の付く成熟した株になるために必要な成分であり、
不足すると葉が黄色くなったり新芽が枯れる。

亜鉛
Ｚｎ

植物の成長する速さと関係があり、不足すると茎が寸づまりになり
生長が遅れる。

塩素
Ｃｌ

光合成の際に植物が酸素を出すのに深く関わり、不足すると植物全
体が萎縮するなどの障害が起こる。

モリブデン
Ｍｏ

硝酸還元を植物内で行う酵素であり、不足すると植物体内に硝酸が
たまる。

コバルト
Ｃｏ

豆科植物の根粒中で窒素を固定する共棲細菌が、その生育にＣｏを
要求し、Ｃｏの添加によって生育が促進される

ナトリウム
Ｎａ

ナトリウムは一部の作物の生育と品質を向上させる。浸透圧調節、
気孔の開閉の調節、光合成、長距離輸送における中和作用、酵素活
性についてカリウムの代替となる。

バナジウム
Ｂａ

アゾトバクターの生育を促進することで植物成長に貢献する。

ケイ素
Ｓｉ

多くの植物種で適正な量を与えるとその成長を促進する。生物的・
非生物的ストレスの軽減および光合成の促進。

アルミニウム
Ａｌ

いくつかの水生植物はAlがないと枯死する。茶はAlの毒性に耐性を
持ち、むしろAlの施用で成長が促進される。

ストロンチウム
Ｓｒ

地上の植物では、若干の種がSrを必須元素とする。イネ科植物では、
燕麦と小麦においてSrの影響でCa含量は増加する。

セレン
Ｓｅ

植物にとって有毒であるが、ごく一部の植物の生長を促進する。
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微生物が土壌で働き土壌環境を改善する。

有益微生物が土壌中の病原菌と拮抗し抑える。

化学農薬を使わずに病気を抑える。

（５）アキポストに含まれる微生物

人に例えると腸内フローラ

アキポストに含まれる微生物

一般細菌と糸状菌の拮抗状態の例
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アキポスト１ｇ中

※総菌数：約８6億個

分析：2018年12月

日本食品分析ｾﾝﾀｰ

3.9×10８/g

100以下/g

3.4×104/g

100以下/g

8.9×10６/g

陰性/0.1g

※死菌は他の菌の餌となる



（６）肥料の安全性 (継続分析 20年間) 
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2002～

過去５年間

平均値(mg/Kg)

亜鉛       832

ヒ素     5.12

ｶﾄﾞﾐｳﾑ   1.５８

水銀     0.25

銅全量   346

ニッケル  17.4

クロム   24.2

鉛      13.0

肥料の品質の確保等に関する法律～公定規格含有を
許される有害成分の最大値（％）
ヒ素  ５０㎎/㎏ カドミウム      ５㎎/㎏
水銀  ２㎎/㎏  ニッケル ３００㎎/㎏
クロム       ５００㎎/㎏  鉛                １００㎎/㎏



農地のモニタリング調査

秋 田 県 は 、 か つ て 鉱 山 県 と し て 特 に 銅 鉱 山 が 多 く あ り 、 水

田 へ の カ ド ミ ウ ム が 堆 積 し た 地 域 が 現 存 す る 。 そ の た め 、

下 水 汚 泥 に 含 ま れ る カ ド ミ ウ ム の 散 布 に よ る 水 田 へ の 影 響

が 特 に 注 視 さ れ る 。 現 在 ま で カ ド ミ ウ ム 基 準 値 ０ ． ４  

p p m （ m g / k g ） を 超 え る 玄 米 は 無 い 。
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（１） そば栽培事例（東京～有名ソバ店へ提供）

八峰町峰浜石川 柴田 宏 氏

（２） 枝豆・大根栽培事例（秋田名物いぶりがっこ加工）

 大仙市協和稲沢 鈴木 辰美 氏

（３）  稲作～コシヒカリ栽培事例（米食味鑑定ｺﾝｸｰﾙ 特別優秀賞)

  大仙市南外 佐々木 正義 氏

（４）  里芋栽培事例（高栄養価の里芋つくり）

横手市平鹿町 佐々木 勲 氏

（５）  ホウレン草栽培事例（高栄養価 安全なホウレン草栽培）

 大仙市太田町  田口   良平 氏
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３：アキポスト使用農家の事例紹介

２．飢餓をゼロ
に

飢餓に終止符を

打ち、食料の安

定確保と栄養状

態の改善を達成

するとともに、

持続可能な農業

を推進する



（１）そば栽培(石川蕎麦)の事例～柴田 宏 氏（2019年）

ソバ収穫風景

  アキポスト散布の年数で差が出る  

土壌が改良され花実付きが良くなる。

化学肥料と異なる点は即効的な効

果は無いが、徐々に良くなる。

アキポスト 100 Ｋｇ／10a 施肥

収量：４．８  ｔ／年(個人分１２ｈａ当)
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ソバ栽培規模：  夏ソバ 4ha、秋ソバ 8ha
 （契約栽培 １５ ｈａ、 合計２７ｈａ）

アキポスト１２年施肥

花～実の付が少ない。

アキポスト３年施肥




